
　
最
近
テ
レ

ビ
を
見
て
い

る
と
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
や

健
康
器
具
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

目
に
付
く
。
一
般
企
業
が
不
振

な
の
か
？　
は
た
ま
た
健
康
関

連
業
界
の
黄
金
時
代
な
の
か
？

ま
た
健
康（
病
気
）に
関
す
る
番

組
は
打
ち
切
り
に
な
ら
な
い
。

国
民
総
健
康
オ
タ
ク
と
は
言
わ

な
い
が
、
視
聴
率
が
稼
げ
る
の

だ
ろ
う
。
患
者
さ
ん
に
飲
ん
で

い
る
薬
を
問
う
と「
サ
プ
リ
」と

答
え
る
人
が
い
る
。
ま
た
テ
レ

ビ
番
組
を
見
て
心
配
に
な
っ
て

受
診
し
た
と
い
う
人
も
多
々
あ

る
▼
健
康
っ
て
何
だ
ろ
う
？　

老
化
っ
て
病
気
な
ん
だ
ろ
う

か
？　
誰
だ
っ
て
歳
を
と
り
た

く
な
い
し
、
病
気
に
も
な
り
た

く
な
い
。し
か
し
誰
だ
っ
て「
お

ぎ
ゃ
〜
」と
生
ま
れ
た
時
か
ら

死
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。そ
れ

な
ら
老
化
や
病
気
と
う
ま
く
付

き
合
お
う
、
な
ん
て
文
章
で
書

く
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い

の
は
百
も
承
知
。
永
遠
の
課
題

な
の
だ
か
ら
!!
▼
高
齢
者
の
健

康
法
は
、一
読
、十
笑
、百
吸
、千

字
、万
歩
と
、し
か
し
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
健
康
な
体
だ
け

で
は
健
全
に
暮
ら
せ
な
い
。
家

族
や
世
間
と
う
ま
く
付
き
合
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
松
下
幸

之
助
氏
の
色
紙
で
有
名
な
「
ボ

ケ
た
ら
あ
か
ん
長
生
き
し
な
は

れ
」。そ
の
中
で「
勝
っ
た
ら
い

か
ん
負
け
な
は
れ　
い
ず
れ
お

世
話
に
な
る
身
な
ら　
若
い
も

ん
に
花
も
た
せ　
一
歩
さ
が
っ

て
ゆ
ず
る
の
が　
円
満
に
ゆ
く

コ
ツ
で
す
わ　
い
つ
も
感
謝
を

忘
れ
ず
に　
ど
ん
な
時
で
も
へ

え
お
お
き
に
」と
、他
5
項
目
あ

る
。
お
金
の
こ
と
に
も
言
及
し

て
い
る
。あ
ん
さ
ん
、ま
あ
一
度

読
ん
で
み
な
は
れ
!!
（
玲
奈
）

　
去
る
6
月
17
日
午
後
、
協
会

と
非
営
利
協
働
総
合
研
究
所
い

の
ち
と
く
ら
し
の
共
催
で
、
イ

タ
リ
ア
家
庭
医
・
ビ
ア
ヴ
ァ
ー

テ
ィ
先
生
に
よ
る
講
演
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
タ
リ
ア
家
庭
医

と
日
本
の
開
業
医
の
未
来
」
が

行
わ
れ
た
。
垣
田
さ
ち
子
理
事

長
が
2
0
1
6
年
の
保
団
連
医

療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
京
都
ア

ピ
ー
ル
の
趣
旨
を
活
か

し
て
司
会
な
ら
び
に
報

告
を
し
た
。
ビ
ア

ヴ
ァ
ー
テ
ィ
先
生
は
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
家
庭
医
で

イ
タ
リ
ア
全
国
家
庭
医

組
合
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
）

の
理
事
長
を
16
年
ま
で

務
め
ら
れ
た
。
70
歳
に
な
り
定

年
を
迎
え
た
と
の
こ
と
だ
。

　
戦
後
イ
タ
リ
ア
の
医
療
制
度

は
共
済
保
険
（
日
本
の
医
療
保

険
に
相
当
、
給
付
内
容
は
各
共

済
に
よ
っ
て
異
な
る
）
に
よ

り
、
委
託
医
（
各
共
済
に
医
師

が
申
請
す
る
）
が
診
療
す
る
や

り
方
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
共

和
国
憲
法
32
条
（
健
康
を
個
人

の
基
本
的
権
利
と
定
め
貧
困
者

へ
の
無
料
の
医
療
保
障
を
明

記
）
に
も
と
づ
き
、
1
9
7
8

年
に
イ
タ
リ
ア
国
民
保
健
サ
ー

ビ
ス
制
度
（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）
が
制
定

さ
れ
る
。
国
際
的
に
は
福
祉
国

家
的
な
普
遍
主
義
的
医
療
制
度

と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
医
療
提

供
は
Ａ
Ｓ
Ｌ
（
地
域
医
療
事
業

体
。
全
土
で
1
0
7
あ
る
）
を

介
し
て
行
わ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
家
庭
医
は
Ａ
Ｓ

Ｌ
へ
登
録
し
、
地
域
住
民
は
そ

の
名
簿
か
ら
自
分
が
か
か
る
家

庭
医
を
選
択
す
る
。
家
庭
医
1

人
当
た
り
1
0
0
0
〜
1
5
0

0
人
の
患
者
を
受
け
持
つ
こ
と

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
医

に
は
人
頭
割
の
報
酬
（
行
っ
た

治
療
で
は
な
く
、
契
約
患
者
1

人
当
た
り
月
6
ユ
ー
ロ
。
半
分

は
税
に
徴
収
さ
れ
る
と
の
こ

と
）
が
Ａ
Ｓ
Ｌ
か
ら
支
払
わ
れ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
な
家

庭
医
医
師
組
合
は
四
つ
あ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｌ
と
契
約
更
改
交
渉
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

　
ビ
ア
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
先
生
は
家

庭
医
の
立
場
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｎ
の
現

状
に
対
し
て
い
く
つ
か
批
判
的

な
意
見
を
述
べ
た
。
人
頭
割
報

酬
の
た
め
患
者
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
か
か
り
に
く
く
家

庭
医
の
質
が
保
て
な
い
こ
と
、

人
頭
割
に
よ
っ
て
家
庭
医
枠
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
家
庭
医
専

門
課
程
修
了
者
が
参
入
で
き
ず

に
失
業
状
態
に
あ
る
こ
と
、
増

大
し
た
事
務
作
業
が
診
療
業
務

を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
、
家
庭

医
が
Ｂ
ク
ラ
ス
の
医
師
と
み
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

家
庭
医
の
オ
フ
ィ
ス
に
は
血
圧

計
と
聴
診
器
が
あ
る
だ
け
な
の

で
、
採
血
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど

の
検
査
は
、
す
べ
て
地
域
に
あ

る
各
々
の
施
設
に
紹
介
（
チ

ケ
ッ
ト
を
切
る
方
式
）
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
撮

影
や
手
術
な
ど
は
Ｓ
Ｓ
Ｎ
で
は

無
料
で
あ
る
が
、
数
カ
月
以
上

待
つ
こ
と
に
な
る
。
待
て
な
け

れ
ば
Ｓ
Ｓ
Ｎ
枠
外
の
自
由
診
療

を
使
う
が
、
高
額
の
負
担
が
必

要
に
な
る
。
中
央
政
府
に
よ
る

医
療
費
削
減
政
策
の
た
め
患
者

の
負
担
増
は
、
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
病
院
医
師
と
の

連
携
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

問
題
と
し
て
指
摘
し
た
。

　
日
本
側
か
ら
の
報
告
は
、
①

日
本
の
開
業
医
医
療
に
つ
い
て

（
垣
田
さ
ち
子
理
事
長
）
②
日

本
の
家
庭
医
の
活
動
（
高
木
幸

夫
医
師
、
上
京
診
療
所
所
長
）

③
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
会

活
動
（
高
島
啓
文
医
師
、
右
京

医
師
会
会
長
）
―
の
3
本
で

あ
っ
た
。

開業医医療の重要性浮き彫りに
地域医療への情熱は共通

イ
タ
リ
ア
家
庭
医
と
日
本
の
開
業
医
の
未
来

　
国
情
は
異
な
る
が
、
地
域
医

療
に
対
す
る
医
師
の
情
熱
は
共

通
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
日
本
の
開
業
医

医
療
の
優
れ
て
い
る
点
や
医
師

会
・
保
険
医
協
会
と
い
っ
た
医

師
の
自
主
的
な
組
織
活
動
の
重

要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と

考
え
る
。
さ
ら
に
、
経
済
第
一

主
義
的
な
医
療
費
削
減
政
策
を

許
し
て
は
な
ら
ず
、
保
険
医
運

動
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
で

き
た
。 

（
理
事
・
吉
中 

丈
志
）

　
協
会
は
非
営
利
協
働
総
合
研
究
所
い
の
ち
と
く
ら
し
と
共
催
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
タ
リ

ア
家
庭
医
と
日
本
の
開
業
医
の
未
来
」
を
6
月
17
日
に
京
都
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
20
人
。

冒
頭
、
立
命
館
大
学
教
授
の
松
田
亮
三
氏
が
「
イ
タ
リ
ア
の
医
療
機
構
の
概
要
」
と
題
し
て
解

説
し
た
。
続
い
て
、
イ
タ
リ
ア
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
家
庭
医
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ビ
ア

ヴ
ァ
ー
テ
ィ
氏
が
イ
タ
リ
ア
の
医
療
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
後
、
垣
田
さ
ち
子
理
事
長
が
「
日

本
の
開
業
医
」
を
、
上
京
診
療
所
所
長
の
高
木
幸
夫
氏
が
「
日
本
の
家
庭
医
の
活
動
」
を
、
右

京
医
師
会
会
長
の
高
島
啓
文
氏
が
「
医
師
会
と
地
域
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
を
行
っ
た
。
以

下
、
吉
中
理
事
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　
協
会
は
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
医
療
施
設
、
居
宅
を
問
わ
ず
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
会
員
に
対
し
て
、当
会
の
規
定
に
照
ら
し
合
わ
せ
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
た
会
員
は
、
協
会
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

シ
ン
ポ

世
界
と
比
較
し
て
見
え
て
く
る

日
本
の
医
療

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ビ
ア
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
氏

報
告
を
行
っ
た（
左
上
か
ら
）垣
田
、
松
田
、
高
木
、
高
島
各
氏
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主
張
・
京
都
の
医
療
安
全
は
協
会
か
ら 

（
2
面
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
そ
の
後 

（
2
面
）

医
院
の
た
め
の
雇
用
管
理（
最
終
回
） 

（
4
面
）

　
舞
鶴
医
師
会
選
出
の
予
備

代
議
員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
京
都

府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定
第

32
条
1
項
に
よ
り
、
予
備
代

議
員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
8
年

7
月
25
日
（
水
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
31
日

（
火
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
予
備
代
議
員

1
人

　
▽
任
　
期
＝
19
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

舞 

鶴

　本書は、臨床経験豊かな
エキスパートが、日常診療
でよく診る疾患に関するス
タンダードな治療方法・汎
用薬の特徴などを箇条書き
でシンプルにまとめ、「治
療薬をどう選び、どう使う
か」を短時間で検索できる
書籍です。
　ジェネラリストを目指す
医師、研修医や在宅医、病
院勤務の総合診療医など、
プライマリ・ケアに携わる
全ての医師必携の一冊です。
　お申込みは、3028号（６
月25日）同封のチラシ裏面
申込書にて協会まで。
　書籍の発送・請求は㈱じ
ほうが行います。送料は無
料。

プライマリ・ケア医のための

内科治療薬使い分けマニュアル

2018年6月に
発 刊

会員価格
4,968円（税込）
定価
5,400円（税込）



　
2
0
1
3
年
3
月
「
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
少

女
に
歩
行
障
害
や
計
算
障
害
が

生
じ
て
い
る
」
と
い
う
報
道
に

は
じ
ま
っ
た
一
連
の
騒
動
は
ま

だ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
現
在
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
と
も
に
国

の
助
成
の
も
と
定
期
接
種
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
13

年
6
月
厚
労
省
が
「
国
民
に
適

切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で

の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に

勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
発

表
し
て
以
来
、
多
く
の
研
究
成

政
策
部
員
　
礒
部 

博
子

HPVワクチンのその後

　
16
年
11
月
に
は
、
英
科
学
誌

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
マ

ウ
ス
の
脳
に
異
常
が
確
認
さ
れ

た
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
18
年
5
月
に
は
実
験

手
法
が
不
適
切
だ
っ
た
と
判
断

さ
れ
、
論
文
が
撤
回
さ
れ
る
と

い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
も
し
誰
か
に
「
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
思
い
ま

す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
た
ら
、

ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
。

　
ま
ず
は
、
現
在
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
自
分
な
り
の
意
見
を
持
っ

て
お
き
、
そ
れ
を
解
り
や
す
く

説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
大
切
な
の
は
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん
の

原
因
と
な
る
す
べ
て
の
ウ
イ
ル

ス
タ
イ
プ
に
効
果
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
万
能
で
は
な
い

こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
子
宮
頸
が
ん

の
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
低
迷
し
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
患
者
さ
ん
自

身
に
日
本
国
民
に
と
っ
て
ど
ん

な
医
療
が
必
要
な
の
か
、
マ
ス

コ
ミ
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
い
な
い

か
、
じ
っ
く
り
考
え
て
も
う
ら

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
念
頭
に
資
産
運
用
を

勤
務
医
の
た
め
の
講
習
会
開
く

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

「
限
度
額
以
内
で
あ
れ
ば
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
た
金
額
か
ら

2
0
0
0
円
を
除
い
た
全
額
が

所
得
税
・
住
民
税
か
ら
控
除
さ

れ
る
。
寄
付
し
た
自
治
体
数
が

5
団
体
以
内
で
あ
れ
ば
確
定
申

告
が
不
要
に
な
る
『
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
』（
各
自
治

体
に
特
例
申
請
書
の
提
出
が
必

要
）
も
あ
り
、
手
軽
に
節
税
が

で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
「
住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
取
得
し
て
か
ら
6
カ
月
以

内
に
居
住
の
用
に
供
し
、
12
月

31
日
ま
で
引
き
続
い
て
居
住
し

て
い
る
こ
と
等
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
に
利
用
で
き
る
制

度
。
2
年
目
以
降
は
確
定
申
告

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

4

適
時
調
査
対
策
と
し
て
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト 

1

　
返
還
を
求
め
ら
れ
な
い
た
め

に
も
、
日
常
か
ら
の
施
設
基
準

の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
返
還

に
つ
な
が
り
や
す
い
の
は
、
施

設
基
準
の
中
で
も
と
り
わ
け

「
線
引
き
」
が
し
や
す
い
基
準

で
あ
る
。
①
数
字
で
定
め
ら
れ

て
い
る
基
準
②
面
積
要
件
が

あ
っ
た
り
専
用
と
さ
れ
た
り
し

て
い
る
部
屋
等
③
人
員
基
準

で
、
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
白
黒
が
付
き
や
す
い
も

の
―
で
あ
る
。

　
例
え
ば
①
で
あ
れ
ば
、
入
院

　
伊
島
氏
は
は
じ
め
に
、
給
与

所
得
者
で
あ
る
勤
務
医
は
、
基

本
的
に
は
確
定
申
告
の
必
要
は

な
く
、
給
与
の
年
間
収
入
金
額

が
2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
場

合
等
に
確
定
申
告
義
務
が
あ
る

と
説
明
。
ま
た
、
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
で
節
税
対
策
と
な
る

も
の
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
納

税
」「
医
療
費
控
除
」「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」

「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
等
を
紹

介
し
た
。講

師
の
伊
島
氏

　
協
会
は
5
月
26
日
、
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
の
伊
島
悠

氏
を
講
師
に
迎
え
、
第
4
回
勤
務
医
の
た
め
の
講
習
会

「
勤
務
医
が
知
っ
て
お
き
た
い
資
産
運
用
と
節
税
」
を

開
催
し
た
。

料
に
お
け
る
平
均
在
院
日
数
、

月
平
均
夜
勤
時
間
数
、
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
該
当

患
者
割
合
、
在
宅
復
帰
率
等
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
施
設
基
準
上

定
め
ら
れ
た
計
算
方
法
で
数
値

を
出
し
管
理
す
る
。
正
し
く
計

算
で
き
て
お
り
、
数
値
が
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
計
算
方
法
が
誤
っ
て

い
る
と
、
正
確
な
管
理
が
で
き

な
い
。
平
均
在
院
日
数
の
計
算

に
、
自
費
や
公
費
単
独
の
患
者

は
算
入
す
る
の
か
？　
こ
の
場

合
の
回
答
は
「
算
入
し
な
い
」

が
正
解
だ
が
、
平
均
入
院
患
者
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2
0
1
7
年
度
（
17
年
6
月

〜
18
年
5
月
）
医
事
紛
争
の
主

な
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

　
事
故
報
告
件
数
は
前
年
度
と

変
わ
ら
ず
41
件
。
こ
こ
数
年
は

年
度
ご
と
に
増
減
を
繰
り
返
し

（
グ
ラ
フ
で
表
現
す
る
と
ジ
グ

ザ
ク
状
態
）、
17
年
度
も
前
年

度
同
様
と
い
え
ど
も
決
し
て
少

な
く
な
い
件
数
で
は
あ
っ
た

が
、
医
事
紛
争
が
増
加
傾
向
に

あ
る
と
は
一
概
に
断
定
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
事
故
報
告
数
の
病

診
比
率
は
お
お
よ
そ
2
対
3

で
、
37
年
ぶ
り
に
診
療
所
が
病

院
を
上
回
っ
た
。
全
事
故
報
告

中
、
過
去
最
高
の
97
・
5
％
が

す
で
に
解
決
し
て
お
り
、
依
然

と
し
て
解
決
率
は
高
水
準
を

保
っ
て
い
る
。
紛
争
報
告
を
複

数
回
さ
れ
る
会
員
医
療
機
関
が

若
干
減
少
し
た
。

　
医
療
安
全
に
限
っ
て
い
え

ば
、
2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら

い
わ
れ
て
い
た
医
療
崩
壊
は
一

応
の
終
結
を
迎
え
た
と
判
断
し

て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
最
近
の
医

療
事
故
の
報
道
も
産
婦
人
科
領

域
を
は
じ
め
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
マ
ス
コ

ミ
の
報
道
が
医
事
紛
争
の
件
数

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
、
先
の
医
療
崩
壊
時
に

す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

安
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
全

国
的
に
も
稀
に
み
る
医
療
団
体

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

実
績
も
確
か
な
も
の
が
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。
予
防
対
策
で

は
、
医
療
安
全
担
当
者
向
け
の

研
修
会
（
医
療
安
全
ス
ク
ー

ル
）
を
希
望
に
沿
い
、
個
別
に

開
催
し
て
い
る
。
日
々
の
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
ま

た
、
保
険
医
新
聞
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
介
し
て
少
し
で

も
、
医
療
機
関
に
お
け
る
日
々

の
医
療
安
全
対
策
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

あ
る
。
協
会
は
過
去
45
年
分
の

統
計
デ
ー
タ
か
ら
、
17
年
度
ご

ろ
に
紛
争
の
急
増
が
起
こ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
き
た
が
、
こ

の
予
測
が
幸
い
に
し
て
外
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
満
足
せ

ず
日
々
の
対
策
は
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
る
。

　
協
会
は
半
世
紀
以
上
も
医
療

新
年
度
に
あ
た
っ
て 

医
療
安
全
対
策
部
会

京
都
の
医
療
安
全
は
協
会
か
ら

 

医
事
紛
争
の
2
0
1
7
年
度
状
況
を
踏
ま
え
て

副
理
事
長
　
林
　
一
資

果
が
発
表
さ
れ
た
り
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
解
析
結
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
と
副
反
応
の
関
係
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
健
康
被
害
へ
の
不
安

は
払
し
ょ
く
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

が
不
要
に
な
り
、
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
税
額
控
除
が
で
き
る

こ
と
」
と
解
説
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
（
毎
月
自
分
で
設
定

し
た
一
定
の
金
額
を
積
み
立

て
、
自
身
で
金
融
商
品
を
運
用

し
、
60
歳
以
降
に
年
金
ま
た
は

数
の
計
算
で
は
「
算
入
す
る
」

な
ど
混
乱
し
や
す
い
。
正
し
い

計
算
方
法
で
計
算
し
た
と
こ

ろ
、
数
値
が
基
準
を
満
た
さ
な

か
っ
た
と
な
る
と
、
判
定
は

「
ク
ロ
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
②
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専
用
施

設
、
薬
剤
管
理
指
導
料
の
医
薬

品
情
報
管
理
室
等
で
あ
る
。
脳

血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
Ⅰ
で
あ

れ
ば
専
用
の
機
能
訓
練
室
は
1

6
0
㎡
以
上
か
、
事
務
ス
ペ
ー

ス
や
患
者
待
合
ス
ペ
ー
ス
等
を

差
し
引
い
て
も
面
積
は
満
た
せ

る
か
。
足
り
な
い
と
な
れ
ば

「
ク
ロ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

薬
剤
管
理
指
導
料
の
医
薬
品
情

報
管
理
室
を
、
医
薬
品
情
報
の

収
集
お
よ
び
伝
達
を
行
う
用
途

以
外
で
使
用
し
て
い
な
い
か
。

薬
剤
部
門
の
休
憩
室
や
物
置
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
日
常
か
ら

施
設
基
準
で
定
め
ら
れ
た
よ
う

に
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

定員100人

一
時
金
で
受
け
取
る
年
金
制

度
）、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
か
ら

の
投
資
を
行
う
た
め
の
非
課
税

制
度
）
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
つ
い
て

も
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ク

タ
ー
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し

て
い
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
今
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

考
え
、
現
役
時
代
に
ど
れ
だ
け

計
画
的
に
資
産
運
用
を
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
」
と
述
べ
、

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 7 月 2 5 日第 3 0 3 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



診
療
情
報
連
携
共
有
料
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
歯
科
医
療
機
関
か
ら
の

求
め
に
応
じ
て
、
患
者
さ
ん
の

服
薬
状
況
な
ど
を
文
書
で
情
報

提
供
し
ま
し
た
。
今
次
改
定
で

点
数
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
思

（
60
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
Ａ
医
療
機
関
で
市
中
肺
炎
と

診
断
さ
れ
た
患
者
が
、
当
該
医

療
機
関
へ
紹
介
入
院
と
な
っ

た
。
Ｓ
ｐ
Ｏ
２
＝
96
％
で
あ
っ

た
。ユ
ナ
シ
ン
4
・
5
ｇ
の
投

与
を
開
始
し
た
が
、
血
液
検
査

の
結
果
に
お
い
て
肝
機
能
障
害

が
認
め
ら
れ
た
た
め
3
ｇ
に
減

量
し
た
。
そ
の
後
の
血
液
検
査

の
結
果
、
肺
炎
の
改
善
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
炎
症
反
応

の
悪
化
は
な
く
抗
生
剤
の
効
果

が
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
と
判

療
に
移
行
し
、
抗
生
剤
を
ブ
ロ

ア
ク
ト
と
ク
ラ
リ
シ
ッ
ド
の
併

用
に
変
更
し
た
。
そ
の
後
、
急

性
呼
吸
促
迫
症
候
群
と
な
り
Ｉ

Ｃ
Ｕ
に
収
容
し
人
工
呼
吸
器
管

理
と
し
た
。
翌
日
に
呼
吸
不
全

の
改
善
、
除
外
診
断
と
し
て
、

残
さ
れ
る
間
質
性
肺
炎
の
治
療

と
し
て
の
ス
テ
ロ
イ
ド
パ
ル
ス

療
法
を
開
始
し
た
が
、
患
者
は

死
亡
し
た
。

　
患
者
側
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
18
・

41
㎎
／
dl
で
、
そ
の
他
の
デ
ー

タ
も
悪
化
し
て
い
る
事
実
を
指

摘
し
て
、
適
切
な
検
査
を
し
て

治
療
方
針
を
変
更
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
医
療
過
誤
を
疑
い
証

拠
保
全
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
側
の
主
張
通
り
、
抗
生
剤
を

も
っ
と
早
期
に
変
更
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
反
省
し
た
。
解
決
ま

で
約
2
年
7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
は
、
ユ
ナ
シ
ン

の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
患
者
の
自
覚
症
状
が
な
く

体
調
は
良
好
に
見
え
て
い
た
と

の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｃ

Ｒ
Ｐ
等
の
デ
ー
タ
を
見
る
限

り
、
ユ
ナ
シ
ン
の
効
果
な
し
と

判
断
し
て
、
薬
剤
の
変
更
や
Ｃ

Ｔ
検
査
の
実
施
、
呼
吸
器
の
専

門
医
対
診
依
頼
な
ど
を
す
べ
き

で
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
に
よ
っ

て
患
者
を
救
命
で
き
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

〈
結
果
〉

　
完
全
に
医
療
過
誤
を
否
定
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
証

拠
保
全
申
し
立
て
以
降
、
患
者

側
か
ら
一
切
の
ク
レ
ー
ム
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
立
ち
消
え
解

決
と
み
な
し
た
。

断
し
た
。
喀
痰
細
菌
培
養
で
は

グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
3
＋
を
確

認
。
血
液
検
査
・
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
上
で
抗
生
剤
の
効
果
は
依

然
な
い
が
、
自
覚
症
状
も
な
く

安
定
し
て
い
た
の
で
、
ユ
ナ
シ

ン
を
継
続
し
た
。
Ｓ
ｐ
Ｏ
２
＝

92
％
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
肺

炎
陰
影
の
拡
大
が
あ
っ
た
た

め
、
非
定
型
肺
炎
の
検
査
・
治

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
78

　
筆
者
の
菩
提
寺
は
、「
元
気
ナ

ガ
ラ
に
遺
影
の
撮
影
！
」（
本

紙
3
0
1
7
号
）
で
紹
介
の
浄

土
宗
は
無
量
寿
山
西
方
寺
で
、

父
母
が
他
界
し
て
、
仏
壇
・
墓

の
祭
祀
義
務
を
相
続
し
、
寺
か

ら
は
総
代
に
任
命
さ
れ
た
。
し

か
し
、
曹
洞
宗
の
檀
信
徒
で
も

あ
る
。
実
は
、
故
母
親
の
実
母

の
代
で
途
絶
え
た
松
尾
家
の
墓

掛け持ち墓詣で掛け持ち墓詣でナガラ

宇田 憲司（宇治久世）

が
滋
賀
県
彦
根
市
の
萬
年
山
長

松
院
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺
に

残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
故
母
親

の
実
弟
の
代
で
途
絶
え
た
福
田

家
の
墓
が
大
津
市
の
浄
土
宗
は

別
所
山
等
正
寺
に
あ
る
。
後
者

は
、
生
前
両
親
が
永
代
供
養
を

し
て
、
筆
者
も
一
度
弟
の
車
で

あ
い
さ
つ
に
行
き
墓
参
し
た
。

そ
の
後
も
法
事
の
案
内
が
あ
っ

た
が
、
永
代
供
養
も

済
み
放
置
し
て
い

た
。
ま
た
一
度
訪
ね

て
み
よ
う
と
思
う
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
ま

だ
で
き
て
い
な
い
。

　
問
題
は
松
尾
家
の

墓
で
、
両
親
も
体
力

減
退
・
病
状
進
行
の

た
め
、
彦
根
市
ま
で

行
く
気
力
も
な
く
他
界
し
て
し

ま
い
、
墓
地
使
用
料
は
護
持
会

費
の
請
求
書
兼
法
事
の
案
内
書

が
筆
者
に
転
送
さ
れ
て
き
た
。

し
ば
ら
く
放
置
し
て
い
た
が
、

何
故
か
久
し
振
り
に
興
聖
寺
を

訪
れ
た
2
0
1
4
年
5
月
11

日
、
坐
禅
会
が
次
週
と
分
か
り

午
後
の
時
間
帯
に
行
く
こ
と
に

し
た
。
着
く
と
、
最
早
前
住
職

は
不
在
で
、
改
め
て
若
い
住
職

の
新
任
を
待
ち
つ
つ
僧
堂
・
住

居
の
改
築
工
事
が
な
さ
れ
て
お

り
、
近
隣
の
人
に
名
刺
を
預
け

帰
宅
し
た
。
墓
地
は
、
茨
負
う

草
葉
や
灌
木
が
棄
嫌
に
生
い
、

円
滑
に
歩
を
進
め
難
く
、
墓
標

は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
年
8
月
下
旬
に

新
任
住
職
か
ら
電
話
が
あ
り
、

墓
が
見
つ
か
りＥ

-m
ail

で
そ

の
図
が
通
信
さ
れ
、
10
月
、
12

月
と
永
代
供
養
の
相
談
に
行
っ

た
。
し
か
し
、
永
代
供
養
墓
も

ま
だ
な
く
、
墓
地
使
用
・
護
持

会
費
年
1
万
円
と
の
こ
と
で
、

お
互
い
生
き
て
い
る
間
は
檀

家
・
菩
提
寺
と
し
て
、
先
祖
の

縁
で
付
き
合
え
る
の
が
よ
か
ろ

う
と
会
費
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
丁
度
、
学
会
発
表
や

講
演
会
も
あ
り
、
墓
参
な
が
ら

の
つ
い
で
に
和
尚
を
発
表
練
習

の
相
手
に
と
聴
い
て
も
ら
い
、

当
時
は
1
〜
2
カ
月
に
1
回
、

尋
ね
る
ご
と
に
2
〜
3
時
間
も

居
座
っ
て
お
り
、
逆
さ
箒
が

立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
ぶ
か
っ
た
が
、
よ
く
聴
講
の

上
お
褒
め
の
言
葉
ま
で
い
た
だ

き
大
い
に
助
か
っ
た
。
も
っ
と

も
、
正
式
な
法
事
に
は
時
節
が

合
わ
ず
、
松
尾
家
先
祖
代
々
諸

精
霊
の
供
養
に
は
15
年
秋
の
彼

岸
会
と
、
寺
と
の
交
流
に
は
17

年
5
月
の
晋
山
式
と
の
2
回
だ

け
で
、
他
は
会
費
を
送
金
す
る

だ
け
、
道
元
禅
師
の
「
正
法
眼

蔵
」
な
ど
は
ち
ょ
っ
と
開
き
み

る
程
度
の
、
孫
が
永
平
寺
町
に

在
住
で
た
ま
に
一
緒

に
大
本
山
に
参
拝
す

る
程
度
の
、
曹
洞
宗

の
檀
信
徒
と
は
名
ば

か
り
で
あ
る（
図
）。

し
か
し
、
血
は
母
に
、
骨
は

父
・
祖
か
ら
受
け
る
に
限
ら
ず

と
も
、
こ
こ
墓
石
の
前
に
立
っ

て
、
先
に
逝
っ
た
血
族
の
こ
と

を
想
う
と
、
今
も
自
己
に
注
が

れ
続
け
る
常
な
き
時
の
流
れ
と

自
己
を
経
て
継
受
す
る
血
縁
の

不
可
思
議
に
心
打
た
れ
る
思
い

が
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
葬
儀
や
檀
家
制

度
に
関
す
る
国
民
の
考
え
方
も

多
様
化
し
、
寺
院
を
取
り
巻
く

環
境
も
厳
し
さ
が
増
す
中
、
住

職
に
は
、
本
音
は
自
分
の
子
を

無
理
に
継
が
せ
た
く
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
人
口
減
少
や

過
疎
化
に
よ
る
檀
信
徒
の
減
少

な
ど
も
あ
り
、
例
え
ば
、
我
が

宇
田
家
も
筆
者
の
子
ど
も
は
女

3
人
で
後
継
ぎ
に
困
る
な
ど
、

そ
れ
に
伴
い
困
窮
す
る
寺
院
も

増
加
し
て
い
る
と
聴
く
。
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
（
西
）
が
15
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
回
答
し
た
約
7
0
0
0

カ
寺
の
内
、
年
収
50
万
円
未
満

10
・
4
％
、
そ
れ
以
上
1
0
0

万
円
未
満
11
・
3
％
、
一
方

で
、
2
0
0
0
万
円
以
上
が

5
・
6
％
と
格
差
が
広
が
り
、

住
職
の
約
27
％
は
職
の
掛
け
持

ち
で
、
大
半
は
、
後
者
の
収
入

の
方
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る

（
毎
日
新
聞
17
年
4
月
18
日
）。

来
し
方
行
く
末
を
思
う

身近なリスクの備えに

針刺し事故感染症見舞金
補償プラン（補償制度費用保険特約セット型約定履行費用保険・三井住友海上取扱い）

案内パンフレットを本紙に同封しました。ぜひこの機会に加入をご検討下
さい。お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

●院長についても給付対象者に!!
＊従業員の加入が前提です。

●手術中の血液飛散による吸入事故も対象に!!
● 見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺し事故で
別の感染症に感染または発病した場合も、給付の対象に!!

●保険料は確定方式!!　面倒な精算手続きはありません。
＊保険料は労災保険申請人数で算出いたします。所定の通知書にてご通知下さい。

保険医と大切な家族のために。
しっかりした安心を手頃な掛金で。

グループ保険（生命保険）

35歳女性

保険金額
4,000万円保障
月額掛金
3,760円
保険金額
4,000万円保障
月額掛金
2,240円

35歳男性

加入例

決算配当金のお知らせ
2017年度の配当率は年間保険料の6.7446％です。
対象は2018年３月31日現在加入者で、別途配当金
明細書をお送りします。配当金は８月上旬に加入者
の保険料振替口座に送金予定です。

図
： 
御
朱
印
・
右
は
菩
提
寺
に
て
奉
納
、

左
は
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
に
て

●申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
● 保険金は500～4,000万円から選択できます（年
齢により加入できる保険金額は異なります）。

● 新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加
入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。

● 配偶者は1,000万円まで、お子
様（ 3 ～22歳）は400万円まで加
入できます。

●  1 年ごとに収支計算を行い、剰
余金が生じた場合は、配当金を
受け取れます。

※ 保険医共済会への入会（入会金）1,000円が必要です。

※毎月10日締切で受付。効力発行は、2 カ月後の 1 日から。

救命救急対策に
救急蘇生モデル
のご活用を

対象：京都府保険医協会会員
※原則として取りに来ていただける方

期間：10日間
（希望多数の場合、早めにご返却い
ただくことがあります）

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申込：京都府保険医協会事務局まで

貸出要領

ユ
ナ
シ
ン
の
効
果
な
く
患
者
死
亡

い
ま
す
が
、
何
点
算
定
で
き
ま

す
か
。

　
Ａ
、
診
療
情
報
連
携
共
有
料

と
し
て
、
1
2
0
点
が
新
設
さ

れ
、
患
者
の
同
意
を
得
て
提
供

さ
れ
た
場
合
に
、
提
供
医
療
機

関
ご
と
に
患
者
1
人
に
つ
き
3

カ
月
に
1
回
算
定
で
き
ま
す
。

以
下
の
事
項
を
記
載
し
た
文
書

を
作
成
し
、
患
者
ま
た
は
提
供

す
る
医
療
機
関
に
交
付
し
、
同

文
書
の
写
し
を
カ
ル
テ
に
添
付

し
て
下
さ
い
。①
患
者
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
、
②
診
療

情
報
の
提
供
先
医
療
機
関
名
、

③
検
査
結
果
、
投
薬
内
容
等
提

供
す
る
診
療
情
報
の
内
容
、
④

診
療
情
報
を
提
供
す
る
医
療
機

関
名
お
よ
び
担
当
医
師
名
。

貸出料 無料

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 7 月 2 5 日 第 3 0 3 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）



　
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
選
定

さ
れ
た
理
由
が
「
富
士
山
―
信

仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
で

あ
り
信
仰
に
つ
い
て
は
す
で
に

述
べ
た
が
、
文
化
・
芸
術
分
野

に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
数
多
各

種
の
作
品
が
あ
る
。

　
万
葉
集
は
、
7
世
紀
後
半
か

ら
8
世
紀
後
半
に
か
け
て
編
ま

れ
た
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の

和
歌
集
で
あ
り
、
天
皇
、
貴
族

か
ら
下
級
官
人
、
防
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
間
が
詠
ん

だ
歌
を
4
5
0
0
首
以
上
も
集

め
た
も
の
で
、
大
伴
家
持
が

編へ
ん
さ
ん纂
に
関
係
し
、
成
立
は
7
5

9
年
以
後
と
み
ら
れ
る
。

　
「
わ
ぎ
も
こ
に 

あ
ふ
よ
し
を

な
み 

す
る
が
な
る 

ふ
じ
の
た

か
ね
の 

も
え
つ
つ
か
あ
ら
む

（
私
の
愛
し
て
い
る
人
に
す
ぐ

に
会
い
に
行
き
た
い
が
、
遠
く

離
れ
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
駿
河
の
国
に
あ
る
富
士
山

の
よ
う
に
、
私
は
あ
つ
い
想
い

を
心
の
中
で
燃
や
し
続
け
る
だ

け
で
あ
る
。
あ
あ
）」（
読
み
人

し
ら
ず　
万
葉
集
／
奈
良
時

代
）。

　
奈
良
時
代
万
葉
集
で
の
山
部

赤
人
「
田
子
の
浦
ゆ 

う
ち
出

で
て
み
れ
ば 

真
白
に
そ 

富
士

の
高
嶺
に 

雪
は
降
り
け
る（
田

子
の
浦
を
通
っ
て
視
界
が
開
け

た
と
こ
ろ
ま
で
出
て
み
る
と
、

富
士
山
の
高
い
と
こ
ろ
に
は

真
っ
白
い
雪
が
降
り
積
も
っ
て

い
る
こ
と
よ
）」。

　
飛
鳥
時
代
の
柿
本
人
麻
呂

「
ち
は
や
ふ
る 

神
も
お
も
ひ
の 

あ
れ
ば
こ
そ 

と
し
へ
て
ふ
じ

の 
山
も
も
ゆ
ら
め
（
先
祖
代

々
の
神
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い

る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
長
い

年
月
を
へ
て
き
た
富
士
山
の
火

は
、
い
ま
な
お
た
え
る
こ
と
な

く
、
も
え
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

よ
）」（
拾
遺
和
歌
集
／
平
安
時

代
に
集
成
）
ら
、
ま
た
平
安
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
間
に
物
語

我
物
語
、
海
道
記
、
信
長
記
な

ど
に
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
以
降

は
俳
句
、
明
治
時
代
に
な
る
と

文
学
作
品
に
登
場
す
る
。

　
松
尾
芭
蕉
（
目
に
か
か
る
時

や
こ
と
さ
ら
五
月
富
士
）、
小

林
一
茶
（
か
た
つ
ぶ
り
そ
ろ
そ

ろ
登
れ
不
二
の
山
）、
与
謝
蕪

村
（
不
二
ひ
と
つ
う
づ
み
残
し

て
若
葉
か
な
）、
若
山
牧
水

（
な
び
き
寄
る
雲
の
す
が
た
の

や
は
ら
か
き
け
ふ
富
士
が
嶺
の

ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
か
な
）、
夏
目
漱

石
の
「
三
四
郎
」
で
は
車
窓
か

ら
見
た
富
士
の
様
子
を
書
い
て

い
る
。
正
岡
子
規
（
足
た
た
ば

不
尽
の
高
嶺
の
い
た
だ
き
を
い

か
づ
ち
な
し
て
踏
み
鳴
ら
さ
ま

し
お
）、
新
田
次
郎
「
芙
蓉
の

人
」
は
気
象
観
測
を
試
み
た
野

中
夫
妻
の
た
た
か
い
を
描
い

た
。

　
太
宰
治
「
富
嶽
百
景
」（
富

士
に
は
、
月
見
草
が
よ
く
似
合

ふ
）、
深
田
久
弥
「
日
本
百
名

山
」（
最
も
美
し
い
も
の
、最
も

気
高
い
も
の
、最
も
神
聖
な
も

の
の
普
遍
的
な
典
型
と
し
て
、

い
つ
も
挙
げ
ら
れ
る
の
は
不
二

の
高
根
で
あ
っ
た
）
な
ど
枚
挙

や
和
歌
に
富
士
山
が
多
く
登
場

す
る
。

　
更
級
日
記
（
富
士
の
山
は
こ

の
国
な
り
…
）、
西
行
（
風
に

な
び
く
富
士
の
け
ぶ
り
の
空
に

消
え
て
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
わ
が

思
ひ
か
な
）、
十
六
夜
日
記

（
ふ
じ
の
山
を
み
れ
ば
、
け
ぶ

り
も
た
た
ず
）、
吾
妻
鏡
、
曽

に
い
と
ま
が
な
い
。

　
優
れ
た
衣
服
、
工
芸
品
、
絵

画
の
題
材
に
も
な
っ
た
。

　
尾
形
光
琳「
富
嶽
図
扇
面
」、

司
馬
江
漢
「
駿
州
薩
陀
山
富
士

遠
望
図
」、
富
岡
鉄
斎
「
富
士

山
図
」、
横
山
大
観
「
霊
峰
飛

鶴
」
な
ど
。

　
浮
世
絵
の
名
作
が
名
高
い
。

葛
飾
北
斎「
冨
嶽
三
十
六
景
」、

歌
川
（
安
藤
）
広
重
「
東
海
道

五
十
三
次
」、
歌
川
国
芳
「
東

都
冨
士
見
三
十
六
景
」、
広
重

と
渓
斎
英
泉
「
木
曾
街
道
六
十

九
次
」
そ
の
ほ
か
ゴ
ッ
ホ
の

「
タ
ン
ギ
ー
爺
さ
ん
」
で
は
人

物
の
背
後
に
富
士
が
描
か
れ
て

い
る
。

出
典
：
富
士
山　
ま
る
ご
と
大

百
科　
佐
野
充　
学
研
2
0
1

5
教
育
出
版
社　
2
0
1
5

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
妊

娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
い
等
の
相
談
件
数

は
、
09
年
以
降
毎
年
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
3
千
件
前
後
で
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
氷
山
の
一
角
で

深
刻
な
状
態
が
常
態
化
し
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
ぎ
、
被
害
の
拡
大
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省

は
、
全
国
の
労
働
局
に
積
極
的

に
事
業
主
に
対
し
て
報
告
を
求

め
、
ま
た
は
助
言
、
指
導
も
し

く
は
勧
告
を
実
施
す
る
よ
う
に

通
達
を
発
出
し
ま
し
た
。

由
が
発
生
し
て
い
る
期
間
と
時

間
的
に
近
接
し
て
当
該
不
利
益

取
扱
い
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を

も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
。

　
医
療
機
関
は
女
性
職
員
が
多

く
「
仕
事
」
と
「
家
庭
」
の
両

立
を
図
り
つ
つ
仕
事
を
継
続
で

き
る
環
境
の
整
備
と
、
周
囲
の

理
解
も
必
要
で
す
。

 

京
都
実
地
医
家
の
会

　
日
　
時　
9
月
22
日
（
土
）

午
後
3
時
10
分
〜
5
時
45
分

　
場
　
所　
日
航
プ
リ
ン
セ
ス

京
都
3
階
「
ヴ
ィ
オ
ラ
」

　
内
　
容　
特
別
講
演
①
「
2

型
糖
尿
病
の
治
療
戦
略
〜
服
薬

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
向
上
も
め

ざ
し
て
〜
」
田
中
亨
氏
（
京
都

第
一
赤
十
字
病
院
糖
尿
病
・
内

分
泌
内
科
部
長
）、
座
長
：
岩

瀬
知
行
氏
（
岩
瀬
医
院
院
長
）

／
特
別
講
演
②
「
総
合
診
療
の

実
際
（
仮
）」
鈴
木
富
雄
氏

（
大
阪
医
科
大
学
地
域
総
合
医

療
科
学
寄
附
講
座　
特
任
教

授
・
総
合
診
療
科
科
長
）、
座

長
：
片
岡
正
人
氏
（
片
岡
医
院

院
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
5

8
1
・
0
0
2
4　
医
療
法
人

社
団
片
岡
医
院
）、
武
田
薬
品

工
業
株
式
会
社

　
※
会
終
了
後
に
意
見
交
換
の

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
受
講

単
位
：
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
73
慢
性
疾
患
・
複

合
疾
患
の
管
理
0
・
5
単
位　

74
高
血
圧
症
0
・
5
単
位　
75

脂
質
異
常
症
0
・
5
単
位　
76

糖
尿
病
0
・
5
単
位

　
◇
5
人
に
1
人
が
マ
タ
ハ
ラ

被
害
者
に

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育

児
・
介
護
休
業
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
事
例

　
以
下
の
よ
う
な
事
由
を
理
由

と
し
て

　
①
妊
娠
、
出
産

　
②
つ
わ
り
、
切
迫
流
産
な
ど

で
仕
事
が
で
き
な
い
、
労
働
能

率
が
低
下

　
③
時
間
外
労
働
を
し
な
い

　
④
短
時
間
勤
務

　
⑤
子
の
看
護
休
暇

　
不
利
益
取
扱
い
の
例

　
①
解
雇

　
②
退
職
や
正
職
員
を
非
正
規

職
員
と
す
る
よ
う
な
契
約
内
容

変
更
の
強
要

　
③
降
格

　
④
賞
与
等
に
お
け
る
不
利
益

な
算
定

　
⑤
不
利
益
な
自
宅
待
機
命
令

　
◇
解
釈
通
達
の
ポ
イ
ン
ト

　
妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
等

を
「
契
機
と
し
て
」
不
利
益
取

扱
い
を
行
っ
た
場
合

　
原
則　
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、育
児・介
護
休
業
法
に
違
反

（
妊
娠
・
出
産
、

育
児
休
業
等
を

「
理
由
と
し
て
」

不
利
益
取
扱
い

を
行
っ
た
と
解

さ
れ
る
）

　
例
外
①

　
○
業
務
上
の

必
要
性
か
ら
支

障
が
あ
る
た
め

当
該
不
利
益
取

扱
い
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
場

合
に
お
い
て

　
○
そ
の
業
務

上
の
必
要
性
の

内
容
や
程
度

が
、
法
の
規
定

の
趣
旨
に
実
質

的
に
反
し
な
い

も
の
と
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
、

当
該
不
利
益
取
扱
い
に
よ
り
受

け
る
影
響
の
内
容
や
程
度
を
上

回
る
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事

情
が
存
在
す
る
と
き

　
例
外
②

　
○
契
機
と
し
た
事
由
ま
た
は

当
該
取
扱
い
に
よ
り
受
け
る
有

利
な
影
響
が
存
在
し
、
か
つ
、

当
該
労
働
者
が
当
該
取
扱
い
に

同
意
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て

　
○
有
利
な
影
響
の
内
容
や
程

度
が
当
該
取
扱
い
に
よ
る
不
利

な
影
響
の
内
容
や
程
度
を
上
回

り
、
事
業
主
か
ら
適
切
に
説
明

が
な
さ
れ
る
等
、
一
般
的
な
労

働
者
で
あ
れ
ば
同
意
す
る
よ
う

な
合
理
的
な
理
由
が
客
観
的
に

存
在
す
る
と
き

　
例
外
①
②
と
も
違
反
に
は
当

た
ら
な
い
。

　
な
お
、「
契
機
と
し
て
」
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
当
該
事

富
士
山
と
文
化
・
芸
術

歌
川
広
重
：
保
永
堂
版
「
東
海
道
五
拾
三
次
　

由
井
　
薩
埵
嶺
」　
知
足
美
術
館
蔵

葛
飾
北
斎
：「
冨
嶽
三
十
六
景
　
神
奈
川
沖

浪
裏
」　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
蔵

歌川広重：「東海道五拾三次之内　由井　薩嶺」　
画像提供　知足美術館

８月のレセプト受取・締切

基金
国保

８日
（水）

９日
（木）

10日
（金） 労災

10日
（金）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

　
今
井
節
朗
氏
（
享
年
90
、
中

京
東
部
）
6
月
30
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

妊娠時に、職場で、妊娠・出産やそれにともなう体調不良をきっ
かけにした不利益な取扱いや嫌がらせを受けたか 【複数回答形式】

受けた（計）
全体：20.9％（正社員・
正職員が24.4％と最も
多い）

資料出所：働く女性の妊娠に関する調査

降格、重要な業務を任せてもら
えない、意に反して担当業務を
変更する、などの対応をされた
　　　　　　　　　　（3.3％）

受けなかった
（79.1％）

口頭などで嫌がらせを
受けた（9.8％）

解雇、契約更新をしない、
などの対応をされた

（7.8％）

最終回

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 7 月 2 5 日第 3 0 3 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

第
11
回

関　浩（宇治久世）

富士山

知っておきたい
医
院
の
た
め
の
11

桂 

好
志
郎

雇
用
管
理

雇
用
管
理

社
会
保
険

労
務
士

マ
タ
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め
、企
業
へ
の
指
導
を

厳
し
く
す
る
よ
う
に
労
働
局
に
指
示

　
妊
娠
・
出
産
と
不
利
益
取
扱
い

　
時
期
近
い
と
「
違
法
」


